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歳入

市税
31.2%

4,441万円

2億4,140万1千円

2,016万6千円

3,443万2千円

対前年比1.6％減の235億円

議会が注目した注目事業をご紹介します。

一般会計予算 過去2番目の規模新年度 算

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会は、３月10日～12日の３日間にわたり、全委員出席のもと開催され
ました。一般会計、特別会計、企業会計予算について慎重に審査を行い、全委員賛成の
もと原案のとおり可決すべきものと決しました。

小学校施設長寿命化改良事業

デマンド交通事業
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桜の郷づくり事業
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ゲートボール場

栃木SCの練習拠点グラウンド

氏家小学校

鹿子畑池（下）

令和8年
度予算 議会注目事業

令和8年度予算 大型事業

民生費
36.0%

教育費
14.0%

土木費
8.4%

総務費
11.9%

商工費

公債費
8.0%

衛生費
6.4%

消防費
4.0%

6.8%

農林水産業費
3.5%

その他
1.0%

歳出

県支出金
8.3%

諸収入
5.9%その他

7.9%

国庫支出金
15.9%

地方交付税
12.8%

その他
6.1%地方消費税交付金

4.6%

自主財源
52.3%

依存財源
47.7%

◎小堀　勇人　◯大河原　千晶
他議員全員

一般会計の内訳

新年度予算の大型事業をご紹介します。

1. 子育て・教育

学校給食センター管理運営事業

さくら市学校給食センター
キャラクター「さくらこ」

6,479万円
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2. 福祉・健康

総合公園管理事業

4億869万8千円 2億2,405万9千円
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3. 産業・地域資源
プロサッカーによる地域の
元気づくり推進事業
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4. 環境・安全

農業用ため池防災減災対策事業

3,755万円 3億5,040万8千円
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5. 都市基盤

氏家駅東地区魅力向上事業
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6. 行政経営

ふるさとづくり寄附事業

繰入金
7.3%
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令和８年度予算に対する議会からの意見・要望 総務常任委員会 ◎石岡　祐二　◯大河原　千晶
　髙瀬　一徳・加藤　朋子・鈴木　恒充・小堀　勇人

所管事務調査 ふるさと納税返礼品について（エバラ食品工場）

●上河戸辺地　●市有地売り払い（財産処分）予定地現地調査

Q
A
報酬を値上げした場合、乖離率はどのくらいになるのか。

県内市の報酬平均1.0に対して0.62から0.80まで上がる。

議案第６号 さくら市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について（識見監査委員） 可決

議案第22号 第３次さくら市総合計画基本構想の策定について 可決

議案第23号 上河戸辺地に係る総合整備計画の策定について 可決
議案第24号 鷲宿辺地、下河戸南辺地及び穂積辺地に係る総合整備計画の変更について 可決

Q
A
地域の資源を最大限に活用する取り組みとは。

本市の桜、歴史、農産物等の地域資源を最大限に活用し、PRして、本市の魅力を発信すること
を考えている。

しき    けん

かいりりつ

【理由】 本市はすでに非核平和都市宣言を行っており、その宣言の理念を実施し、住民の生命
安全を守るという地方自治体の本旨にも合致する。また世界情勢的にも、日本が唯一
の被爆国という立場から、こうした内容を訴えていくことは必要と考える。

陳情R８第１号 日本政府に「非核三原則の堅持を求める意見書」の提出を求める陳情書 採択

1. 子育て・教育 2. 福祉・健康

3. 産業・地域資源 4. 環境・安全

5. 都市基盤 6. 行政経営

当初予算として過去2番目の規模となる予算
が計上されました。義務的経費の増加に加え、
物価高騰など、厳しい外的環境の中での予算
編成という困難な状況にもかかわらず、「子育
て・教育、健康、産業、環境、安全等」といった
幅広い分野でバランスの取れた配分が行われ
ている点を評価しました。また、それぞれの分
野において議会は以下の事業に注目し、意見
や要望を行いました。

給食費の無償化や第２子以降の放課後
児童クラブ利用料の減免など、各ライフ
ステージに合わせた切れ目のない総合
的な支援に取り組むこと。

氏家駅東地区魅力向上整備計画の調査
設計を推進。また、空き家バンクを利用
した住宅のリフォーム支援を継続し、子
育て世帯の中古住宅取得や改修への補
助を拡充し、定住促進と良好な住環境整
備を進めること。

「健幸のまちづくり」を進め、健幸ポイン
ト事業（saku歩）の対象年齢を16歳ま
で引き下げるほか、温泉施設に血圧計等
を設置するなど、健康拠点の拡充を図る
こと。

五行川の洪水浸水想定区域指定や新防
災気象情報の運用開始に伴う防災ハザー
ドマップの更新。また、防災情報システム
にはダム放流時の水位予測機能を追加
し、ため池３か所の改修や木造住宅耐震
補助の拡充により、災害に強いまちづく
りを推進すること。

引き続きふるさと納税の返礼品充実に努
め、自主財源を確保すること。また、DX
推進事業として行政手続きのデジタル化
を強力に進めること。

新規産業団地造成に向けた測量業務の
実施、ECサイト（ネット販売）開設による
販路拡大や環境に配慮した生分解性マ
ルチ等の購入補助を新設し、農業生産者
への支援策を拡充すること。産業基盤の
整備と農業振興を両立させ、地域活力の
向上を図ること。
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上河戸地区市道 牛権現橋付近（上河戸地区）
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